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IF N ･ Rib a vi ri n 併用療法 は
, 従来 の 単独療法

よりも明ら か に H C V m A 陰性化が高率で ある .

1 6 　 当 院 に お け る イ ン タ ー フ ェ ロ ン ・ リ バ ビ リ ン

併用症例の検討

瀧 本 光 弘 ・ 坂 内 均 ・ 渡 辺 俊 明

済生会三条病院消化器科

C 型慢性肝炎の イ ン タ ー フ ェ ロ ン単独療法で は

難治 と されてt l る g e n o ty p r e i b ･ 高 ウイ ル ス 呈

群 で も, イ ン タ ー フ ェ ロ ン ･ レ ベ ト
ー

ル併用療法

は
, 効果 が期待で き る と されて い る . 2 00 1 年 12

月 - 2 0 03 年 2 月まで の 間に
, 当院にお い て イ ン

タ ー フ ェ ロ ン ･

リ バ ピリ ン併用療法を施行 した C

型慢性肝炎患者 ,
2 5 例を対象と し集計解析 した .

イ ン タ
ー フ ェ ロ ン再投与例 が 9 例 , 初回投与例 16

例 で
,

ⅢC V g e n oty p e は I b 22 例, I a 2 例 , Ⅱ b

l 例で あ っ た . 治療終 了後 2 4 週を経過 し効果判定

を行 っ た例が 9 例 , 治療中止 が 8 例 であ っ た . C R

5 例 ,
B R l 例,

N R 3 例で
, 中止例で も 1 例 C R と

な っ て い た .

当院で 以前施 行 し たイ ン ト ロ ン A 単独療法 と

比較し
,

ウイ ル ス 量 と治療効果 に つ い て解析 した .

i b 高 ウイ ル ス 群 で は単独療法 と比 較し治療効

果 は良好で あ っ た . I a , I b 高 ウイ ル ス 量群 で

も同様で あ っ た . C R 例で は全例で
, 治療開始 12

週後まで に H C V R N A は陰性化した . 投与中止例

は単独療法 と比較 し頻度が高か っ た .

17　IFN，リバビリン併用療法後期より悪性貧血
を呈した慢性 C 型肝炎の 1 例

眞 田 文 博 ・ 山 崎 和 彦 ・ 三 木 巌

伊 藤 信 市 ・ 若 林 博 人 ・ 三 留 正 成 *

上遠野武文
*

竹 田綜合病院消化器科

同 血う夜内科
*

今回私 たち は IF N , リ バ ピリ ン併用療法後期に

悪性貧血 を呈 した C 型慢性肝炎の 1 例を経験 し

た .

症例 は 50 歳の 女性で , 輸血歴 ･ 手術歴 は無く,

弟が 1 型糖尿病, 父が悪性貧血 ( 胃切除歴 なし)

と自己免疫疾患 の 濃厚な家族歴 を有 して い た .

IF N
,

リ バ ピリ ン併用療法を導入 した後, 副作 用

と思われる軽度貧血を認 め たが
, 減量, 中止 によ

り改善 して い た .

6 ケ月間 の 治療によ り H C V - R N A は検出感度以

下 と C 型慢性肝炎に対 する治療は成功 した が
, 終

了 1 ヵ 月後 に急激な L D H の 増加 と汎血球減少 の

出現を認 め た .

身体所見, 血液検査, 骨髄穿刺により悪性貧血と

診断, 治療により著明な改善を認 め た . IF N は自

己免疫 疾患 の 悪化をきた す こ と が知 ら れて い る

が, 悪性貧血を顕在化さ せ た症例 の 報告は なく ,

貴重な症例と考え報告する .

18　インターフェロン治療後に発症したC型肝

細胞癌の検討

大 嶋 一 美 ・ 夏 井 正 明 ・ 姉 崎 一 弥

原秀範・塚田芳久・関根輝夫
小 山 俊 太 郎 * ・ 下 田 聡 * ・ 清 野 康 夫 * *

中 川 範 人 * * ・ 齋 藤 明 * *

若 木 邦 彦 * * * ・ 須 田 剛 士 * * * *須田 剛士
* * * *

県立新発 田病院内科

同 外科
*

同 放射線科
* *

同 病理
* * *

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器内科学分野
* * * *

1 99 1 年 8 月か ら 19 99 年 8 月まで に 当院にてイ

ン タ ー フ ェ ロ ン ( 以下 IF N) 治療を行 い
,

3 年以

上経過観察で きた C 型慢性肝炎4 4 例 に つ い て検

討 し た
. 治療例 4 4 例中肝細 胞癌 の 発 生 は 4 例

(9 % ) で
, 男性 3 例 , 女性 1 例で治療後 3 2 ヵ 月

か ら 1 19 ケ 月後 に発症 した
.

これ ら 4 例の 治療効

果 は C R が 1 例,
N R が 3 例 であ っ た . 肝組織 の 経

時的変化を見 る と C R 症例で は治療後にも線維化

の 残存を認 め た
.

N R の 3 例中 2 例 は肝組織の 改

善は見ら れなか っ たが
,

1 例で は
一

時線維化の 改

善を認めた . 肝細胞癌の治療は 4 例中1 例で 内科

的治療を行 い
, 3 例 は外科 的切除 を行 っ た . 慢性

肝炎 の 活動 性が I F N 治療で抑制 で き た こ と が治


